




めた。ヌマは， mente deos adiit (知性によりて神々のもとに到りし〉哲人
の，食物の禁忌と輪廻説にはじまり，万象の流転の教え，アウグストゥスの支
配の予言をへて， ふたたび肉食の禁止におわる， 詩句にして400行を越える講

















月下界では， けだし， 万象は流転するからである。 しかし オウィディウス
















































silium (掘り出された物の本性について〉が1546年に，ゲスナーの Dererum 








































































































である。 なお， 管見では， レオナルドは手記にアノレベルトの Qtωestionesin 
libros de Coelo et Mundo (天体論と宇宙論の諸問題)[R.1421)， Tractatus 


















者の文について， こう述べている， 11508年， コベノレニクスが宇宙体系につい
ての，以後二十年におよぶ思索をようやく始めたころ， レオナノレドはすでに地
球中心説を放棄して，地球が宇宙の中心にも太陽の軌道の中心にもないことを























































































































ナノレドのデザインで、あろう。 ヴァザーリの『画人伝』がすでに， perse tempo 
(時聞を浪費して)， と記しているように， レオナルドは紐模様の創作に熱中
したことがある。




































































スノミンカ:;4， 6スノζンカ:;1， 7スノミンカミ2，8ス/ミンカミ0，9スノミンカミ0，10 
スパンが1となっている。 4スパンの 1例 (Ponted' Augusto)は橋台と一つ
14 
モナ・リザの鳶色の眼
のアーチを残して， 崩落しているが， スパンの形測値 (m)は19.6，32.1， 
18.0， 16.0と，大と小とに倍の差があり，アーチがシンメトリーを構成してい
ないことがわかる。 イタリア以外の土地(ガリア， スペイン， アフリカ， 東










































































































anthropismosが欠けているからj(D. L. 2. 70)という言葉が出ているからで
ある問。 ローマ人は paideiaを受け継ぎ， この理念に相当する用語として，











彼はこう叫んだ， r元気を出せ， 人間の痕跡 hominumvestigiaが見つ
かったからJ，と。彼がそれを畑の植えつけからではなく， 学識のしるし
doctrinae indiciisから判定したことは明らかである。






スという制度が前提とする第一の事態， それは uneextraordinaire pr従ml-






























い。 まして， 精神文化， 物質文明というがごとき， ドイツ流の上部と下部の

























































とつながり， その中央に， 1950年に噴火した新カイメニス島がある。 BC197年の
噴火は，隣の古カイメニス島を形成したとされる。サントリーニ火山の古典的記述






3)レオナノレドの手記のヲ|用は，The Literary Works 01 Leonardo da Vinci， com-
piled & edited from the original manuscripts by Jean Paul Richter， 2 
vols.， Third Edition， Phaidon， 1970により，ヲ|用文の末尾に， Richterの通し
番号を付した。なお，原文の解釈にあたって， Richterの英訳， 杉浦明平訳『手
モナ・リザの鳶色の眼
記Jl (岩波文庫)， および LesCarnets de Leonard de Vinci， introduction， 






5)山の成因についての付加文は， D.Oldroyd， Thinking about the Eαrth: A 
History of ldeas in Geology， Athlone， 1996， pp.23-24によるD
6) P. Duhem， Etudes sur Leonard de Vinci， 3 vols.， F. de Nobele， 1955. 直接
係わるのは第一分冊の論考 Albertde Saxe et Leonard de Vinci， pp.1-50お





8)化石とノアの洪水の因縁についての歴史的記述は， M.]. S. Rudwick， The Mean-
ing of Fossils-Episodes in the History of Palaeontology， University of 
Chicago Press， 1972， pp. 36-38に詳しい。なお， この書に， Leonardo was 
f avourably disposed in general towards the idea of stellar influences， and 
might indeed be regarded more truly as a Hermetic ‘magician' than as 














Could a mere painter， or even a mere artist， have seen and felt as Leon司
23 
ardo? Bernhard Berenson， The Florentine Painters 01 the Renaissance， 
Putnam's Sons， 1909， p.68. 
14) W. Pater， The Renaissance-Studies in Art and Poetry， University of Cali-
fornia Press， 1980 [1893J， p.99. 
15) H. ヴェノレプリン『古典美術ーイタリア・ルネサンス序説』守屋謙二訳，美術出版
社， p.40。





































18) Colin 0' Connor， Roman Bridges， Cambridge University Press， 1993， pp. 
193-201. 
19)レオン・バティスタ・アノレベルティ 『建築論』相川浩訳， 中央公論美術出版， p. 
112. 
20)レオナノレドは1502年，金角湾の架橋計画をトノレコ皇帝に進言したことがある。詳し
くは， Richter， 1， p.269のR.1109およびその注を参照。ベルト・ハインリッヒ









22) Vedute di Roma， tab. 23， inJohn Wilton-Ely， The Mind and Art of G. B. 
Piranesi， Thames & Hudson， 1978. また， IT'ピラネー ジ版画展』図録， 1977， 
奈良県立美術館，図版62-65，68， 690 
23) 1"貧弱な」とし、う言葉は保田興重郎の『日本の橋J (初版，昭和11年，改版，同14











に由来するトスカナ方言で， ダンテの『饗宴J (l¥T-4)には， 1"皇帝統治の根本
25 
的な基礎は，真理に次いで，一つの目的へ，つまり幸福な暮らし vitafeliceへと
組織された， 人間の文明 umanaciviltaの必要で、ある」 とあり (Pleiade版の









れていない。むしろ， 逆に， 文明はギリシアの polisに由来する制度とエートス
の批判的形態で、あって，その拠って立つ基盤は，普遍人間的な価値である。
25) Vitruvius， On Architecture， LCL 280， p.2. 邦訳は『建築書』森田慶一訳，東
海大学出版会。
26)虞川洋一『イソクラテスの修辞学校』岩波書庖， pp.1-60 
27) A. グウィン『古典ヒューマニズムの形成』小林雅夫訳，創文社， pp.43-440 
28) Cicero， De Re Publica， LCL 213， pp. 50-52. 
29)下村寅太郎「ポリスに於ける敷皐の成立J， Il'科皐史の哲皐」弘文堂書房，所収。
30) Jean-Pierre Vernant， Les origines de la pensee grecque， PUF， 1962， p.44. 
31)たとえば，アーチの力の作用についての研究は「アーチの性質について」の題のも





















33) Francois 1er，白uvrespoetiques， Edition critique par J. E. Kane， Slatkine， 


































ムの死を悼む挽歌Jl (c. 1497)の， あの， この世のものとも思われぬポリフォニーの
旋律が響きはじめる。
(le 17 septembre 2007) 
